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	令和８年度 第２回 セカンドキャリア応援研修

	これで安心！
	はじめての介護入門研修
	「認知症介護基礎研修」とセットで受講！
	●日　時　令和８年９月２４日（木）～ 令和８年１１月７日（土）
	※　全7日間
	●定　員　１８名
	●申込方法
	【お問合せ】
	総合研修センター


	介護の仕事を支える知識と技術を学ぶ

	講義
	８科目
	介護に関する内容を習得する幅はとても広いので すが、その中でも介護職員の初心者向けとしてお さえておきたい内容、身につけておきたい基礎を 体系的に学びたい方にとってお勧めな研修です！


	介護 実技
	６科目
	認知症介護基礎研修の受講について
	令和６年度より、無資格で就労されている介護職員の方は、「認知症介護基礎研修」の受講が義務化されたことから、当研修のカリキュラムに「認知症介護基礎研修」を組み込んでいます。 「認知症介護基礎研修」を修了しますと、川崎市長名で修了証書を発行します。
	基礎がしっかりしていることで、 知識や技術も活かされる！ 仕事も続けられる！

	カリキュラムの内容
	※状況によって内容を変更する場合があります。
	【講     義】介護・福祉に関する知識の習得や制度を理解していきます。 ☆認知症介護基礎研修 ☆コミュニケーションと接遇マナー 　利用者・家族・職員間のコミュニケーション、求められる接遇など ☆チームケア 　チームケアの必要性と意義、チームケアのメリットなど ☆介護の基礎的理解 　介護職の仕事内容、心構え、自立支援、利用者主体の支援、尊厳、安全・安楽など ☆障害の基礎的理解 　身体・知的・精神・発達障害の理解、障害者総合支援法などの各種関連法を含む ☆介護保険制度の仕組み ☆地域包括ケアシステム 　地域包括ケアシステムとは、自助、互助、共助、公助、多（他）職種連携など ☆介護職のキャリアパス 　介護福祉士、ケアマネなどの専門職、施設長・ホーム長などの経営職へのキャリアパス

	【介護実技】介護実技の中で、ボディメカニクスの活用方法も学んでいきます。 ★移動・移乗支援Ⅰ 　移乗介護の基本、車椅子の基本、体位交換など ★移動・移乗支援Ⅱ 　移動介助、移乗介助、歩行介助、杖歩行など ★レクリエーション技術 　理論および実技 ★食事支援と口腔ケア ★入浴・清潔保持支援 ★排泄支援 　ポータブルトイレ、おむつ交換など
	講義にはグループ ワークもあります！　　　　　　　みなさんで一緒に介護 の知識と技術を学んで いきましょう！



	令和８年度 第２回 セカンドキャリア応援研修 はじめての介護入門研修　日程表（予定）

